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· 本手引における「市町村」には、全て「特別区」が含まれます。

は　じ　め　に

我が国の自殺対策は、平成18年に自殺対策基本法が制定されて以降、大きく前進しました。それまで「個人の問題」とされてきた自殺が「社会の問題」として広く認識されるようになり、国を挙げて自殺対策を総合的に推進した結果、自殺者数の年次推移は減少傾向にあるなど、着実に成果を上げています。しかし、我が国の自殺死亡率（人口10万人当たりの自殺による死亡率）は、主要先進７か国の中で最も高く、自殺者数の累計は毎年２万人を超える水準で積み上がっているなど、非常事態はいまだ続いていると言わざるを得ません。
そうした中、「誰も自殺に追い込まれることのない社会」の実現を目指して自殺対策を更に総合的かつ効果的に推進するため、施行から10年の節目に当たる平成28年に、自殺対策基本法が改正されました。自殺対策が「生きることの包括的な支援」として実施されるべきこと等を基本理念に明記するとともに、自殺対策の地域間格差を解消し、いわばナショナルミニマムとして、誰もが「生きることの包括的な支援」としての自殺対策に関する必要な支援を受けられるよう、全ての都道府県及び市町村が「都道府県自殺対策計画」又は「市町村自殺対策計画」を策定することとされました。
今後は、各市町村において策定される「市町村自殺対策計画」が、当該市町村の自殺対策の牽引役となることが期待されます。当該市町村における全事業の中から「生きる支援」に関連する事業を総動員して、つまり既存の事業を最大限活かす形で策定された市町村自殺対策計画は、全庁的な取組として当該市町村の「生きることの包括的な支援（＝自殺対策）」を推進する力になるからです。また、全国の市町村がこれを行うことにより、我が国の自殺対策も更に大きく前進することになるはずです。
本手引は、平成29年７月に閣議決定された新たな自殺総合対策大綱において、国は、自殺対策計画の円滑な策定に資するよう、自殺対策計画策定ガイドラインを策定することとされていることから、「市町村自殺対策計画」の策定に関する標準的な手順と留意点などをとりまとめたものです。「自殺対策の基本方針」など、そのまま市町村自殺対策計画に盛り込むことのできる内容も含めていますので、ぜひご活用ください。
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